
「元気発進！北九州」プラン    
 （北橋市政）の実績について 
 （平成１９～３０年） 

公約と基本構想・基本計画 
 

○平成１９年２月 第１２代市長に就任 

 選挙公約（マニフェスト）テーマ 

 「ハートフル事業の実現に向けて」 

 

○平成２０年１２月  

 基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プラン策定 

 「人と文化を育み、世界につながる、環境と技術のまち」 

 

○平成２３年２月 第１３代市長に就任 

 選挙公約テーマ 

 「緑の成長戦略で人にやさしく元気なまちづくり」 

 

○平成２７年２月 第１４代市長に就任 

 政策集テーマ 

 「人にやさしく まちには活力」 
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一部更新中 



主な取組み実績 
 
○「子育て日本一を実感できるまち」の実現を目指した取組 

  「次世代育成環境ランキング（NPO法人調べ）」 

  ７年連続政令市１位 

○健康で長寿の社会づくり 

  住みなれた地域で暮らせるきめ細かな支援 

  （地域包括ケアシステムの構築） 

  北九州市認知症支援・介護予防センターの開設 

○安全・安心なまちづくりの推進 

  刑法犯認知件数がピーク時（平成１４年）より８割減少 

  市政評価で「防犯・暴力追放運動の推進」が３年連続１位 

○文化・芸術、スポーツを活かしたまちづくり 

  「文学の街・北九州」、「映画の街・北九州」の振興 

  漫画・ポップカルチャーの振興、北九州マラソンの定期開催 

○観光や大規模大会・イベントによるにぎわいの創出 

  インバウンド（外国人観光客数）、北九州空港利用者数が過去最高 

  Ｇ７北九州エネルギー大臣会合の開催 

  ＴＧＣ北九州の開催 ほか 

○世界の環境首都を目指した取組 

  アジア諸国とのパートナーシップ強化（プノンペン都ほか） 

  アジアの課題解決に資する環境国際協力、環境ビジネスの展開 

○地方創生の成功モデル都市への取組 

  若い世代の北九州市への定着が改善 

  介護ロボットの実証など国家戦略特区の推進 

   

※次ページ以降、「元気発進！北九州」プランの 
 取組の柱に沿って、主な取組と成果を記載 
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Ⅰ人を育てる（子育て・教育） 

 

【子育て日本一を実感できる子育て環境の充実】 

○総合周産期母子医療センター及び小児救急医療の充実 

 （センターの医師の確保・増員、市内産科医療の連携体制の充実） 

○妊婦検診の公費助成拡充 

○乳幼児等医療費支給制度の拡大 

  １期目（通院：５歳未満⇒小学校就学前、入院：小学校就学前⇒小６まで） 

  ２期目（中学３年生までの入院医療費の助成を実施） 

  ３期目（通院：小学校就学前⇒小６まで） 

○「赤ちゃんの駅」設置 

○各区役所への子育て支援コンシェルジュ配置 

○保育士配置基準の独自改善（保育所児童（１歳児）一人あたり） 

 （児童：保育士＝6:1⇒5:1へ） 

○幼稚園・保育園の園庭芝生化 

○保幼小連携プログラム「つながる」の作成 

○放課後児童クラブの全児童化 

【学校教育の充実、教育環境の整備】 

○３５人以下学級の実施 

  １期目（小学校１、２年及び中学１年での実施）２期目（小学校３年生での実施） 

○学校施設の改修 

  さわやかトイレ整備事業、耐震補強、老朽化対策（大規模改修、外壁改修等） 

○小・中学校の普通教室へのエアコン設置 

○中学校完全給食の実施（Ｈ２３年度から全中学校で実施） 

○スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、スクールヘルパーの充実 

○子ども読書活動の推進、学校図書館職員の拡充、小中学校図書館空調整備 

○経済界との連携による学校支援モデル事業 

○こどもひまわり学習塾の実施 

【その他の主な取組み】 

○図書館の充実（黒崎副都心「文化・交流拠点地区」図書館、旧戸畑区役所庁舎図書館、 

        小倉南図書館整備） 

○特別支援学校の整備（東部特別支援学校の整備など） 

○総合療育センターの再構築 

○子ども食堂開設支援 

○青少年の非行を生まない地域づくり（推進本部設置、「深夜はいかい防止北九州宣言」） 

○子ども・若者応援センター「YELL」の充実 

 

 

 

主な取組み 
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○ＮＰＯ法人エガリテ大手前「次世代育成環境ランキング」での順位 

  政令市部門で７年連続第１位 

○合計特殊出生率の上昇 

  Ｈ１８年 １.３６⇒Ｈ２２年 １.４８⇒Ｈ２８年 １.６１（政令市１位／２０市中） 

○「子育て支援の推進」に対する市政評価の上昇 

  Ｈ１８年度 ２４位 ⇒ Ｈ２９年度 ４位 

○市民満足度調査で「安心して子育てができるまち」と感じる人の割合 

  ９．８％上昇（Ｈ２１年度 ３９．０％⇒Ｈ２８年度 ４８．８％） 

○妊娠１１週までの妊娠届出者の割合 

  Ｈ２０年度 ５８．８％ ⇒ Ｈ２９年度 ９１．７％ 

○生後４か月までの乳児家庭訪問の割合 

  Ｈ２０年度 ６８．５％ ⇒ Ｈ２９年度 ９５．５％ 

○赤ちゃんの駅登録箇所数 

  Ｈ２１年度 ３１４箇所 ⇒ Ｈ３０年度 ４２４箇所 

○放課後児童クラブの登録数 

  Ｈ１８年度 ５，７０４人 ⇒ Ｈ２９年度 １１，４８９人 

○放課後児童クラブの待機児童数 

  Ｈ１８年度 １０５人 ⇒ Ｈ２９年度 ０人 

○「学校教育の充実」に対する市政評価の上昇 

  Ｈ１８年度 ３２位 ⇒ Ｈ２９年度 １５位 

○授業以外（月～金）の学習時間が１時間以上の児童生徒の割合（小学６年生） 

  Ｈ２０年度 ４２．３％ ⇒ Ｈ２９年度 ５０．８％ 

○全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

  Ｈ２９年度 小学校・中学校の男女ともに、体力合計点が全国平均を上回る 

○学校耐震化率 

  Ｈ２０年度 ３５．２％ ⇒ Ｈ２５年度 ８２．５％ ⇒ Ｈ２７年度 １００％ 

○スクールソーシャルワーカーの配置 

  Ｈ２５年度 ６人 ⇒ Ｈ２９年度 １２人 

○スクールヘルパー延べ活動人数 

  Ｈ２１年度 ９５，５５０人 ⇒ Ｈ２９年度 １１０，３５８人 

○子どもひまわり学習塾実施校 

  Ｈ２９年度 小学校１００校 中学校６２校 

○「北九州の企業人による小学校応援団」実施小学校 

  Ｈ１８年度 ０校 ⇒Ｈ２５年度 １３校 ⇒Ｈ２９年度 １３１校（全市立小学校） 

主な成果・指標 
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Ⅱきずなを結ぶ（健康、医療、福祉） 

 

【医療体制の充実・地域包括ケアシステムの構築】 

○救急医療体制の充実（第２夜間・休日急患センターの整備） 

○市立八幡病院の移転再整備（基本計画の策定など） 

○新北九州市病院事業経営改革プランの策定 

○感染症対策の推進（新型インフルエンザ等対策行動計画策定など） 

○地域包括ケアシステムの構築 

 ・地域ケア会議を全区で実施 

 ・巡回相談「高齢者いきいき相談」スタート 

 ・地域支援コーディネーターを各区役所保健福祉課に配置 

○いのちをつなぐネットワーク事業の推進 

○総合的な認知症対策の推進 

 ・北九州市認知症支援・介護予防センター開設 

 ・認知症サポーター養成 

【健康づくり・生きがいづくり】 

○地域健康づくり事業の充実 

 （市民センターを拠点とした健康づくり事業、健康マイレージ事業など） 

○公園健康遊具の整備 

○浅生スポーツセンターなどスポーツ施設の充実 

○高齢者のいきがいづくりの充実 

 ・年長者研修大学校等の運営 

 ・シニア・ハローワーク戸畑オープン 

 ・「いきがい活動ステーション」リニューアルオープン 

【障害者の自立支援】 

○障害者小規模共同作業所の助成強化（360万円⇒500万円） 

○「障害者スポーツセンター」開設 

○障害者ワークステーション北九州設置 

○北九州共同受注センター設置 

○「障害を理由とする差別をなくし誰もが共に生きる北九州市づくりに関する条例」制定 

【その他の主な取組み】 

○生活保護不正受給防止、自立支援対策（適正化推進チーム発足、就労意欲喚起事業など） 

○犬猫致死処分ゼロ社会宣言 

○自殺防止に向けた取組み 

 （北九州市自殺対策計画の策定、いのちとこころの支援センターの運営など） 

 

主な取組み 
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○「医療・衛生管理体制の充実」に対する市政評価の上昇 

 Ｈ１８年度 １３位 ⇒ Ｈ２９年度 ６位 

○特定検診の受診率の向上 

 Ｈ２０年度 ２２．０％ ⇒ Ｈ２９年度 ３４．４％ 

○市民満足度調査で「高齢者がいきいきと自分らしく暮らせるまち」と感じる人の割合 

 ８．８％上昇（Ｈ２１年度 ２９．０％ ⇒ Ｈ２８年度 ３７．８％） 

○認知症サポーター養成講座受講者数（累計） 

 Ｈ１８年度 ９６８人 ⇒ Ｈ２９年度 ８０，５８１人 

○「健康づくりの推進」に対する市政評価の上昇 

 Ｈ１８年度 ２３位 ⇒ Ｈ２９年度 ５位 

○市民センターを中心とした健康づくり事業実施団体数 

 Ｈ２０年度 ６１団体 ⇒ Ｈ２５年度 １１１団体 ⇒ Ｈ２９年度 １２８団体 

○健康マイレージ事業参加者数 

 Ｈ２１年度 ４，５９０人 ⇒ Ｈ２９年度 ２０，５７３人 

○障害者しごとサポートセンター利用者の就職件数 

 Ｈ１９年度 ５３件 ⇒ Ｈ２９年度 ８８人 

○障害者スポーツ教室等参加者数 

 Ｈ２１年度 ２，５８９人 ⇒ Ｈ２９年度 ７，０５９人 

○自殺死亡率（人口10万人あたりの自殺者数） 

 Ｈ１７年度 ２４．６人 ⇒ Ｈ２９年度 １８．６人 

○権利擁護・市民後見促進（法人後見受任件数） 

 Ｈ２１年度 １２件 ⇒ Ｈ２９年度 ４７件 

 

 

主な成果・指標 
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Ⅱきずなを結ぶ（安全・安心ほか） 

 

【安全・安心なまちづくり】 

○「安全・安心条例」制定、「安全・安心条例行動計画」策定 

○暴力追放運動の強化（市の事業における暴力団排除措置など） 

○１万人の防犯パトロール大作戦 

○防犯カメラの普及促進 

○防犯灯の設置維持補助金の増額（補助率：1／2⇒2／3など） 

○みんなdeBousaiまちづくり推進事業 

○防災対策の充実（市総合防災訓練の実施、避難所体験・運営訓練の実施（毎年１回）、 

         防災ガイドブック全戸配布） 

【男女共同参画、平和の取組みほか】 

○「空家等の適正な管理等に関する条例」策定、空家バンクなど空家対策の推進 

○市民のモラル・マナーの向上（「モラル・マナーアップ関連条例」制定） 

○女性の活躍推進、ワーク・ライフ・バランスの推進 

○全管理職によるイクボス宣言、北九州都市圏域の17首長による共同イクボス宣言 

○人権の約束事運動 

○「北九州市非核平和都市宣言」（平成22年2月）、「嘉代子桜・親子桜」の植樹 

主な取組み 
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○「防犯・暴力追放運動の推進」に対する市政評価の上昇 

 Ｈ１８年度 ２０位 ⇒ Ｈ２７～Ｈ２９年度３年連続１位 

○刑法犯認知件数がピーク時から８割減少  

 Ｈ１４年 ４０，３８９件 ⇒ Ｈ２９年 ７，５７０件 

○北九州市空き家バンク 

 登録件数１９９件、成約件数１１３件（H３０．７時点） 

○市の審議会等委員への女性参画率 

 Ｈ１８年度 ３２．６％ ⇒ Ｈ２９年度 ５３．２％ 

○市の女性役職者（係長以上）の比率 

 Ｈ２０年度 １２．１％ ⇒ Ｈ２９年度 １８．３％ 

○「イクボス充実度ランキング（NPO法人調べ）」市区町村部門で１位 

○「嘉世子桜・親子桜」の中学校への植樹 

 Ｈ２８年度 全市立中学校（６２校）への植樹が完了 

 

 

主な成果・指標 



Ⅲ暮らしを彩る（文化・スポーツ） 

 

【文化芸術の振興】 

○子どもノンフィクション文学賞、林芙美子文学賞の創設 

○宗左近記念室の開館 

○北九州文学サロンの開設 

○漫画ミュージアム開設、北九州国際漫画大賞創設 

○ポップカルチャーフェスティバル開催 

○フィルムコミッションの推進、「映画の街・北九州」の情報発信、「松永文庫」整備 

○ミュージアム・ツアー開始、文化芸術のアウトリーチ活動の充実 

○合唱のまちづくり（北九州市中学生合唱フェスティバル、市民参加型合唱祭等） 

○九州厚生年金会館の取得、リニューアルオープン 

○黒崎副都心「文化・交流拠点」整備 

○官営八幡製鐵所関連施設の世界文化遺産登録 

○戸畑祇園大山笠行事のユネスコ無形文化遺産 

○旧大連航路上屋整備 

【スポーツの振興】 

○北九州マラソンの継続開催 

○新球技場（ミクニワールドスタジアム北九州）オープン 

○ギラヴァンツ北九州支援 

○大規模スポーツ大会の誘致 

○ラグビーワールドカップ、オリンピックのキャンプ誘致 

主な取組み 
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○漫画ミュージアム入場者数  

 ５２０，６９１人（Ｈ２４.８～Ｈ３０．１） 

○フィルムコミッションへの評価  

 「東京ドラマアウォード２０１４」特別賞、平成２７年第２３回福岡文化賞、 

 平成２９年総務省「ふるさとづくり大賞」受賞 

○映画ロケ等の地域経済への貢献（直接経済効果） 

 Ｈ２９年度 約５億２千万円 

○いのちのたび博物館入館者数 

 Ｈ１８年度 ３６２，２９１人 ⇒ Ｈ２９年度 ５３２，１１０人 

○北九州マラソン開催による地域経済への貢献（経済波及効果） 

 Ｈ２５年度 約１０億５千万円 

○ミクニワールドスタジアム北九州の経済波及効果 

 １１．７億円 （Ｈ２９．２～Ｈ３０．１） 

○ラグビーワールドカップウェールズ代表の事前キャンプ誘致に成功 

 オリンピック・タイ卓球代表チームのキャンプ誘致に成功 

 

 

主な成果・指標 



Ⅲ暮らしを彩る（地域活動） 

 

【市民との協働、地域活動の支援】 

○「自治基本条例」制定、「北九州市協働のあり方に関する基本指針」策定 

○市民サブセンターの整備 

○まちづくり協議会と区役所の連携強化 

 （地域総括補助金の増額、区の新たな魅力づくり事業の実施など） 

○いのちをつなぐネットワーク事業の充実強化 

 （地域福祉団体との連携強化、市民生活に関わる企業との連携強化） 

○自治会加入促進（自治会加入促進月間等） 

主な取組み 
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○市民センター利用人数 

 Ｈ１８年度  4,794,471人 ⇒ Ｈ２７年度 5,373,716人 

○地域支援コーディネーターの配置  

 Ｈ２７年５月 各役所保健福祉課に配置（Ｈ２９年度１６人）  

○市民活動サポートセンター利用者数 

 Ｈ２０年度 １８，３６２人 ⇒ Ｈ２９年度 ２４，３３８人 

主な成果・指標 



Ⅳいきいきと働く（産業・雇用） 

 

【経済状況への対応、新たな成長への戦略的取組み】 

○リーマンショック不況に対応する緊急経済雇用対策の推進 

○グリーンアジア国際戦略総合特区の指定と推進 

○「北九州市新成長戦略」策定 

○国家戦略特区の指定と推進 

【産業振興、地域経済活性化】 

○大型企業誘致へのトップセールス（ブリヂストン、東邦チタニウムなど） 

○ＢＣＰの観点などによる戦略的企業誘致（データセンター、コールセンター誘致など） 

○ＩＴ・情報通信系企業の戦略的誘致 

○中小企業の新事業分野開拓支援（中小企業融資の実施、街かどショールームの実施など） 

○ロボット産業拠点の形成（ロボット産業振興プラン策定など） 

○北九州空港の利用促進 

○創業支援（北九州スタートアップネットワークの会、ひなの会） 

○リノベーションのまちづくり 

○農林水産業の地産地消・６次産業化の推進 

【雇用・就業支援】 

○地元就職の促進（北九州ゆめみらいワーク、インターンシップ推進など） 

○奨学金返還支援事業（未来人材支援事業）の開始 

○「ウーマンワークカフェ北九州」開設 

○「シニア・ハローワーク戸畑」開設 

主な取組み 
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○緊急経済雇用対策予算 

 約６，６００億円（Ｈ２０．１２補正～Ｈ２４年度） 

○企業誘致実績（Ｈ１９～Ｈ２８年度） 

 誘致件数：３７３件 雇用人数：７，２３２人 投資額：５，４３６億円 

○中小企業融資実績  

 Ｈ１９～２８年度 約５，２００億円 

○北九州スタートアップネットワークの会 

 北九州スタートアップラウンジ３９回開催、延べ２，０９７人参加（H30.2時点） 

○有効求人倍率 

 Ｈ２１年度 ０．４４ ⇒ Ｈ２９年１２月 １．７０ 

○Ｕ・Ｉターン応援プロジェクト就職決定者  

 １，３７９人（Ｈ１９～２９年度） 

○ウーマンワークカフェ北九州就職決定者 （Ｈ２８年度※Ｈ２８年５月オープン） 

 ８４６人 

主な成果・指標 



Ⅳいきいきと働く（観光・にぎわいづくり） 

 

○産業観光の振興（産業観光センター設置、工場夜景観賞ツアー開催、環境修学旅行誘致） 

○小倉城周辺の魅力向上事業 

○ユネスコ世界文化遺産「官営八幡製鐵所関連施設」を活用した観光振興 

○ユネスコ無形文化遺産「戸畑祇園大山笠行事」の振興 

○日本遺産「関門“ノスタルジック”海峡」を活用した観光振興 

○インバウンド誘致（ひびきＣＴでのクルーズ船受入開始など） 

○大規模イベントの開催（北九州マラソン、B－1グランプリin北九州など） 

○ＭＩＣＥ誘致 

 （Ｇ７北九州エネルギー大臣会合、世界医師会・世界獣医師会感染症国際会議など） 

○都心部のにぎわいづくり（都心集客アクションプラン） 

○「TGC KITAKYUSHU」開催 

○「北九州ポップカルチャーフェスティバル」開催 

○市制５０周年記念イベントの実施 

 

 

主な取組み 
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○観光客数 

 Ｈ２０年 １，１７５万人 ⇒ Ｈ２９年 ２，５３２万人 

○宿泊観光客数 

 Ｈ２０年 ９１万人 ⇒ Ｈ２９年 １８６万人 

○産業観光客数 

 Ｈ２９年 ５７万８千人 

○ひびきＣＴへのクルーズ船寄港 

 Ｈ２９年１２月時点 ２３回（他に門司８回） 

○ＭＩＣＥ開催件数 

 Ｈ２０年 １８３件 ⇒ Ｈ２８年 ２８６件 

○国際会議開催件数（日本政府観光局調べ） 

 Ｈ２８年 全国１０位（初のランクイン、１０８件） 

○市制５０周年記念事業  ７８７事業 

 

 

主な成果・指標 



Ⅴ街を支える（都市基盤整備） 

 

○折尾地区総合整備事業 

○黒崎副都心「文化・交流拠点地区」整備 

○コムシティの再整備 

○新球技場（ミクニワールドスタジアム北九州）整備 

○浅生スポーツセンター整備 

○交通・物流ネットワークの強化（黒崎バイパス、新若戸道路の整備など） 

○環境に配慮した公共交通計画の策定（北九州市環境首都総合交通戦略） 

○北九州空港貨物拠点化推進 

○若戸大橋･若戸トンネル無料化 

○自転車専用レーンの整備 

○まちなかで快適に居住できる住宅整備の促進 

 （高齢者等に配慮した優良建築物の整備、住宅購入資金援助など） 

○地域に役立つ公園づくり、健康づくりを支援する公園整備 

○紫川などの治水対策・河川改修などの推進（河川・下水道整備） 

○市民生活密着型公共事業の重点化 

○グリーン公共事業の重点化 

主な取組み 
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○市民満足度調査：「道路、公園、建物など公共施設を安心して快適に利用できる」 

 ９．６％上昇（Ｈ２１年度 ４８．８％ ⇒ Ｈ２８年度 ５８．４％） 

○道路整備による都市高速ランプ１０分圏域カバー率の向上 

 Ｈ１７年度 約８５％ ⇒ Ｈ２５年度 １００％ 

○北九州空港貨物便の誘致（ＡＮＡカーゴ） 

○都市公園数の増加 

 Ｈ１８年度 １，６００ ⇒ Ｈ２８年度 １，７０８ 

○主要経路のバリアフリー化 

 Ｈ１６年度 ６５％ ⇒ Ｈ２８年度 ９０％ 

 

 

主な成果・指標 



Ⅵ環境を未来に引き継ぐ 
 
【環境保全・リサイクル】 
○環境首都１００万本植樹 
○資源循環拠点の形成（都市鉱山） 
○市民参加型の環境学習の推進（まなびとＥＳＤステーション開設など） 
○東日本大震災での災害廃棄物の受入（平成24年8月～平成25年3月） 
○安全なＰＣＢ処理の推進（処理地域の拡大・処理期限の延長の受け入れ） 
○響灘ビオトープ開設（平成24年10月） 
 
【エネルギー】 
○建築物総合環境評価制度（ＣＡＳＢＥＥ北九州）の導入 
○住宅用太陽光発電システム設置補助制度の新設 
○スマートコミュニティ創造事業、ゼロ・カーボン先進街区事業 
○「北九州水素タウン」実証 
○地域エネルギー拠点の形成、株式会社北九州パワー設立 
○洋上風力発電関連産業の総合拠点化推進 
中小企業省エネ設備導入支援 
 
 
 
 
【環境国際協力、アジア展開】 
アジアへの環境ビジネスの積極的展開（アジア低炭素化センターの創設など） 
受注件数：54件（受注額101億円）（平成29年12月時点） 
海外水ビジネスの推進（推進協議会の設置、ウォータープラザ） 
受注件数：52件（平成30年1月時点） 
中国６都市と、大気環境改善における都市間連携協力事業 
ベトナム・ハイフォン市と姉妹都市協定の締結（平成26年4月） 
カンボジア・プノンペン都との姉妹都市締結（平成28年3月） 
フィリピン・ダバオ市との環境姉妹都市締結（平成29年11月） 
 
 
 
 

主な取組み 
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○環境モデル都市の認定（平成20年）と推進 

○環境未来都市、グリーンアジア国際戦略総合特区のダブル認定（平成23年）と推進 

 

【環境保全・リサイクル】 

○環境首都１００万本植樹 

○資源循環拠点（エコタウン）の形成（都市鉱山等） 

○市民参加型の環境学習の推進（まなびとＥＳＤステーション開設など） 

○東日本大震災での災害廃棄物の受入（平成24年8月～平成25年3月） 

○安全なＰＣＢ処理の推進（処理地域の拡大・処理期限の延長の受け入れ） 

○響灘ビオトープ開設（平成24年10月） 

 

【エネルギー】 

○建築物総合環境評価制度（ＣＡＳＢＥＥ北九州）の導入 

○住宅用太陽光発電システム設置補助制度の新設 

○スマートコミュニティ創造事業、ゼロ・カーボン先進街区事業 

○「北九州水素タウン」実証 

○地域エネルギー拠点の形成、株式会社北九州パワー設立 

○洋上風力発電関連産業の総合拠点化推進 

○中小企業省エネ設備導入支援 



 

○ＯＥＣＤグリーンシティプログラムへの選定 

○家庭系ごみ排出量 

 Ｈ１８年度 ２３７，３９３ｔ  ⇒ Ｈ２９年度 １８０，１１８ｔ（約２３％減） 

○一人一日あたりの家庭ごみの量 

 Ｈ１８年度 約６６０ｇ ⇒ Ｈ２９年度 約５３０ｇ 

○一般廃棄物のリサイクル率 

 Ｈ１８年度 ２３．１％ ⇒ Ｈ２８年度 ２６．３％  

○北九州エコタウン累計投資額 約７８０億円（H２９年度末） 

○北九州エコタウン視察者数 １０１，７９６人（H２９年度） 

○環境首都１００万本植樹プロジェクト 

 Ｈ２９年度 ２６，５３８本  累計 約７０万本 

○環境首都検定受験者数（Ｈ２１年度～） 

 合計２１，０９３人（Ｈ２１年度４５８人 ⇒ Ｈ２９年度４，３２０人） 

○環境ミュージアム利用者数 １３５，００８人（H２９年度） 

○スマートコミュニティ創造事業 

 「ＩＳＧＡＮ ＡＷＡＲＤ２０１４」においてアジアで唯一トップ１０に入賞 

  

 

主な成果・指標 
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Ⅶアジアの中で成長する 
 
【環境保全・リサイクル】 
○環境首都１００万本植樹 
○資源循環拠点の形成（都市鉱山） 
○市民参加型の環境学習の推進（まなびとＥＳＤステーション開設など） 
○東日本大震災での災害廃棄物の受入（平成24年8月～平成25年3月） 
○安全なＰＣＢ処理の推進（処理地域の拡大・処理期限の延長の受け入れ） 
○響灘ビオトープ開設（平成24年10月） 
 
【エネルギー】 
○建築物総合環境評価制度（ＣＡＳＢＥＥ北九州）の導入 
○住宅用太陽光発電システム設置補助制度の新設 
○スマートコミュニティ創造事業、ゼロ・カーボン先進街区事業 
○「北九州水素タウン」実証 
○地域エネルギー拠点の形成、株式会社北九州パワー設立 
○洋上風力発電関連産業の総合拠点化推進 
中小企業省エネ設備導入支援 
 
 
 
 
【環境国際協力、アジア展開】 
アジアへの環境ビジネスの積極的展開（アジア低炭素化センターの創設など） 
受注件数：54件（受注額101億円）（平成29年12月時点） 
海外水ビジネスの推進（推進協議会の設置、ウォータープラザ） 
受注件数：52件（平成30年1月時点） 
中国６都市と、大気環境改善における都市間連携協力事業 
ベトナム・ハイフォン市と姉妹都市協定の締結（平成26年4月） 
カンボジア・プノンペン都との姉妹都市締結（平成28年3月） 
フィリピン・ダバオ市との環境姉妹都市締結（平成29年11月） 
 
 
 
 

主な取組み 
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【環境国際協力、アジア展開】 

○アジアへの環境ビジネスの積極的展開（アジア低炭素化センターの創設など） 

 受注件数：54件（受注額101億円）（平成29年12月時点） 

○海外水ビジネスの推進（推進協議会の設置、ウォータープラザ） 

 受注件数：52件（平成30年1月時点） 

○環境・上下水道技術国際協力の推進、国際研修生の受入れ 

○中国６都市と、大気環境改善における都市間連携協力事業 

○東アジア経済交流推進機構の推進 

○ベトナム・ハイフォン市と姉妹都市協定の締結（平成26年4月） 

○カンボジア・プノンペン都との姉妹都市締結（平成28年3月） 

○フィリピン・ダバオ市との環境姉妹都市締結（平成29年11月） 

 

 

○アジアへの環境ビジネスの積極的展開（アジア低炭素化センターの創設など） 

 受注件数：54件（受注額101億円）（平成29年12月時点） 

○海外水ビジネスの推進（推進協議会の設置、ウォータープラザ） 

 受注件数：52件（平成30年1月時点） 

○ベトナム・ハイフォン市アンズオン浄水場改善計画（Ｕ－ＢＣＦ整備工事）の受注 

 北九州市海外水ビジネス推進協議会会員企業のＪＶ、約２０億円 

○環境分野の国際協力研修員受入（Ｈ１９～Ｈ２９年度） １５，６９８人 

○中国６都市との連携協力。研修生受入５９人、専門家派遣１３５人。 

○本市への外国企業・機関の進出件数（Ｈ２０～Ｈ２５年度）  １２件 

○姉妹・友好都市との交流事業の延べ参加者数 

 Ｈ２０年度 ３２０人 ⇒ Ｈ２５年度 ４８０人 

主な成果・指標 



Ⅷ地方創生、市のマネジメント他 

 

【地方創生の推進】 

○「北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定（平成27年10月）、地方創生の推進 

○都市ブランドの発信（北九州市応援団の結成、時と風の博物館の開設など） 

○連携中枢都市圏「北九州都市圏域」連携協約締結（平成28年４月） 

【市のマネジメント】 

○区役所窓口ワンストップサービスの実施（フロアマネージャー、番号発券機の設置） 

○区役所窓口延長の本格実施 

○八幡西区役所のコムシティへの移転 

○行財政改革の推進（北九州市経営プラン、行財政改革大綱策定） 

○公民パートナーシップの推進 

・指定管理者制度の導入・ＰＦＩ事業の推進（ひびしんホールなど） 

○公共施設マネジメントの推進 

○厳しい財政事情の中、地元経済活性化のため毎年６００～７００億円規模の 

 投資的経費を確保 

 

主な取組み 
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○若い世代の定着を始めとした社会動態の改善 

○「住みよいまち・北九州市」の全国誌・全国放送での掲載・放送 

○ワンストップサービス（転居、国保、介護の手続） 約５０分 ⇒ 約３０分に短縮 

○収支改善効果（北九州市経営プラン、北九州市行財政改革推進計画） 

 ８年間（Ｈ２１年～２８年度）で一般財源 ４９８億円の収支改善 

○職員数の削減 （Ｈ１８年度 ９，５４８人 ⇒ Ｈ２９年度 ８，２５７人）  

○指定管理者制度導入による経費削減効果 約３１億円（Ｈ１５～Ｈ２４年度） 

○公共施設のマネジメント担当副市長、専門組織の設置（Ｈ２６．４～） 

○財政調整基金残高：２９３億円（Ｈ２９年度決算額） 

 

 

主な成果・指標 


